
愛
知
大
学
は
一
九
四
六
年
一
一
月
に
旧
制
大
学

の
法
経
学
部
と
そ
の
予
科
と
し
て
認
可
さ
れ
、
旧

豊
橋
陸
軍
第
一
予
備
士
官
学
校
跡
に
創
設
さ
れ
た
。

そ
の
設
立
の
主
流
に
な
っ
た
の
は
、
敗
戦
当
時
海

外
に
あ
っ
た
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
、
京
城

帝
国
大
学
、
台
北
帝
国
大
学
の
教
職
員
で
あ
っ
た
。

当
大
学
は
創
立
六
○
周
年
を
迎
え
、
蔵
書
は
三

校
地
の
各
図
書
館
、
四
研
究
所
を
含
め
る
と
一
五

○
万
冊
に
迫
る
。
し
か
し
、
図
書
館
の
歴
史
の
始

ま
り
は
極
め
て
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
大
学
創

設
の
た
め
必
要
と
さ
れ
る
量
の
資
料
を
入
手
す
る

こ
と
は
、
当
時
の
脆
弱
な
財
政
に
戦
後
の
混
乱
が

拍
車
を
か
け
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

教
職
員
の
多
く
は
、
そ
の
蔵
書
を
す
べ
て
失
っ
た

外
地
か
ら
の
引
揚
者
で
あ
っ
た
た
め
、
図
書
を
持

ち
寄
る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
経
営
母
体
で
あ
っ
た

東
亜
同
文
会
と
折
衝
し
、
霞
山
会
館
図
書
室
所
蔵

の
現
代
中
国
関
係
を
主
と
す
る
図
書
約
三
万
五
○

○
○
冊
の
寄
託
を
一
九
四
七
年
に
受
け
て
（
の
ち

一
九
五
○
年
に
買
収
）
図
書
館
は
船
出
し
た
の
で

あ
る
。

霞
山
文
庫
の
紹
介
に
入
る
前
に
、
先
の
所
蔵
主

で
あ
る
東
亜
同
文
会
と
文
庫
名
の
も
と
に
な
っ
て

い
る
近
衛
篤
麿
（
こ
の
え
あ
つ
ま
ろ
、
号
・
霞
山

か
ざ
ん
）
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

東
亜
同
文
会
は
日
清
戦
争
が
終
わ
っ
た
三
年
後

の
一
八
九
八
年
に
誕
生
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
西
欧

列
強
の
中
国
へ
の
侵
略
は
苛
烈
を
極
め
、
ま
た
ロ

シ
ア
は
か
ね
て
よ
り
満
鮮
北
支
に
野
望
を
示
し
て

お
り
、
日
本
に
と
っ
て
も
脅
威
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
新
聞
『
日
本
』
を
創
刊
し
、「
国
民
主
義
」

を
唱
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
論
家
の
陸
羯
南

（
く
が
か
つ
な
ん
、
本
名
・
実
）
を
主
と
す
る
東

亜
会
（
一
八
九
七
年
）
と
近
衛
篤
麿
を
中
心
と
す

る
同
文
会
（
一
八
九
八
年
）
は
い
さ
さ
か
系
譜
は

異
な
る
も
の
の
合
併
し
、
東
亜
同
文
会
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
綱
領
に
は
「
支
那
の
保
全
」、

「
支
那
の
改
善
を
助
成
」、「
支
那
の
時
事
を
討
究

し
実
行
」、「
国
論
の
喚
起
」
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
東
亜
同
文
会
は
権
威
あ
る
調
査
研
究
機
関

と
し
て
時
論
誌
な
ど
を
発
行
、
さ
ら
に
日
中
提
携

の
た
め
の
人
材
養
成
を
目
的
と
す
る
教
育
機
関
で

あ
る
東
亜
同
文
書
院
（
一
九
○
一
年
設
立
、
三
九

年
大
学
昇
格
、
四
五
年
廃
校
）
の
経
営
に
携
わ
っ

た
。
そ
の
初
代
会
長
に
は
近
衛
篤
麿
が
就
任
し
た
。

同
会
最
後
の
五
代
目
は
彼
の
長
男
で
昭
和
一
○
年

代
に
首
相
と
な
る
近
衛
文
麿
で
あ
る
。

近
衛
篤
麿
は
早
く
か
ら
向
学
心
に
燃
え
て
十
代

の
頃
に
は
英
学
塾
で
学
び
、
二
十
代
に
な
る
と
オ

ー
ス
ト
リ
ア
に
留
学
し
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ

大
学
に
移
っ
て
憲
法
学
を
修
め
て
卒
業
す
る
。
一

八
九
○
年
帰
国
後
貴
族
院
議
員
と
な
り
、
そ
の
六

年
後
に
議
長
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
就
任
は
三

三
歳
、
名
門
貴
族
の
出
で
あ
り
な
が
ら
貧
富
の
差

を
減
ら
す
た
め
の
リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
政
策
を
説
き
、

政
界
の
ス
タ
ー
と
な
り
、
国
民
に
も
人
気
が
あ
っ

た
。
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
が
、
四
一
歳
の
若
さ
で

病
死
し
て
い
る
。

●
霞
山
文
庫

豊
橋
図
書
館
の
第
一
書
庫
の
五
階
に
上
が
り
、

ド
ア
を
開
け
る
と
、
左
手
に
古
色
蒼
然
と
し
た
資

料
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
敗
戦
時
ま
で

東
京
の
虎
ノ
門
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
会
の
所
蔵
本

で
あ
る
が
、
本
学
に
収
ま
る
ま
で
に
は
そ
の
歴
史

が
あ
る
。
同
会
の
最
初
の
蔵
書
は
一
九
二
三
年
九

月
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
の
痛
手
を
受
け
た
が
、

の
ち
改
め
て
収
集
さ
れ
た
。
第
二
の
受
難
は
一
九

四
五
年
一
二
月
霞
山
会
館
が
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
に

よ
り
接
収
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
接
収
さ
れ
る
と

の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
と
即
座
に
所
蔵
本
を
守
る

愛
知
大
学
の
中
国
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
─
大
学
図
書
館
の
礎
「
霞
山
文
庫
」
を
中
心
と
し
て
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行
動
が
と
ら
れ
た
。
の
ち
に
本
学
図
書
館
の
初
代

館
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
神
谷
東
亜
同
文
書

院
大
学
助
教
授
と
学
生
を
含
む
数
名
は
、
蔵
書
の

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
運
び
出
し
、
難
を
逃
れ
た
。

書
架
に
あ
る
紹
介
の
ボ
ー
ド
に
は
、
以
下
の
記

述
が
あ
る
。「
霞
山
文
庫　

一
九
四
七
年
（
昭
和

二
二
）
受
入　

図
書
・
一
二
、
三
○
三
冊
（
一
部

別
置
）
雑
誌
・
邦
文
五
三
六
誌
・
中
文
一
一
一
誌

　

旧
東
亜
同
文
会
（
創
立
・
近
衛
篤
麿
公
、
号
・

霞
山
）
の
所
蔵
本
。
清
末
よ
り
民
国
時
代
の
中
国

関
係
資
料
を
主
と
す
る
。」

東
亜
同
文
会
か
ら
愛
知
大
学
に
受
継
が
れ
た
資

料
を
分
類
す
る
と
次
の
三
種
類
と
な
る
。

①
東
亜
同
文
会
の
本
来
の
蔵
書
。

②
東
亜
同
文
会
内
に
あ
っ
た
支
那
省
別
全
誌
刊

行
会
が
そ
の
活
動
の
た
め
に
収
集
し
た
資
料
。

③
東
亜
同
文
会
が
保
存
し
て
い
た
東
亜
同
文
書

院
支
那
調
査
報
告
書
。

①
、
②
の
分
野
は
社
会
・
経
済
・
政
治
・
法
律

関
係
の
図
書
が
中
心
で
あ
り
、
当
時
の
定
期
刊
行

物
や
関
係
諸
団
体
発
行
の
資
料
が
多
い
。
ま
た
、

②
は
省
別
全
誌
編
纂
の
た
め
に
収
集
し
た
図
書
で

あ
る
か
ら
、
中
国
の
地
誌
関
係
の
中
国
書
も
多
い
。

主
要
な
資
料
を
紹
介
し
よ
う
。

東
亜
同
文
会
の
前
身
で
あ
る
日
清
貿
易
研
究
所

の
『
清
國
通
商
綜
覽
』
三
巻
（
一
八
九
二
年
）。

さ
ら
に
重
要
な
資
料
と
し
て
、
③
を
基
に
東
亜
同

文
会
が
刊
行
し
た
数
種
の
出
版
物
が
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。
同
会
の
機
関
誌

で
は
『
東
亞
同
文
會
報
告
』（
名
称
を
変
え
『
東

亜
同
文
会
支
那
調
査
報
告
書
』
か
ら
『
支
那
』
と

な
る
）、『
支
那
經
濟
報
告
書
』
な
ど
。
東
亜
同
文

書
院
の
機
関
誌
で
は
『
支
那
研
究
』、『
東
亞
研

究
』
な
ど
を
所
蔵
す
る
。
ま
た
、
民
間
機
関
発
行

の
雑
誌
で
は
『
支
那
時
報
』（
支
那
時
報
社
）、『
滿

蒙
之
文
化
』（
滿
蒙
文
化
協
會
）（
名
称
を
変
え
『
滿

蒙
』
と
な
る
）、『
滿
洲
評
論
』（
滿
洲
評
論
社
）、

『
上
海
』（
上
海
雑
誌
社
）、『
金
曜
會
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
』（
金
曜
會
）
な
ど
。
こ
の
ほ
か
、
南
満
州

鉄
道
株
式
会
社
、
東
亜
研
究
所
、
興
亜
院
、
台
湾

総
督
府
、
朝
鮮
総
督
府
な
ど
が
発
行
し
た
各
種
の

「
調
査
叢
書
」、「
調
査
報
告
書
」、「
調
査
資
料
」、

「
調
査
月
報
」
と
い
っ
た
類
の
資
料
。
年
鑑
類
も

多
い
。
ま
た
、
民
国
時
代
の
法
律
関
係
の
も
の
で

は
、
印
鑄
局
官
書
科
編
『
法
令
輯
覧
』（
一
九
一

七
年
）
一
○
巻
、
國
務
印
鑄
局
編
『
法
令
輯
覧
續

編
』（
一
九
一
九
年
）
四
巻
、
立
法
院
編
『
中
華

民
國
法
規
彙
編
』（
一
九
三
四
年
）
九
巻
、
同
上

編
『
中
華
民
國
法
規
彙
編
：
二
十
四
年
輯
』（
一

九
三
六
年
） 

三
巻
、
劉

元
・
會
少
俊
共
編
『
民

國
法
規
集
刊
』（
一
九
二
九
年
）
九
巻
な
ど
が
目

立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
東
亜
同
文
書
院
支
那
調
査
報
告
書

東
亜
同
文
書
院
の
学
生
は
最
終
学
年
に
な
る
と
、

学
生
自
ら
自
由
に
調
査
テ
ー
マ
を
決
め
、
コ
ー
ス

別
に
班
を
編
成
し
、
五
月
末
こ
ろ
よ
り
二
カ
月
か

ら
半
年
を
か
け
て
中
国
各
地
に
旅
行
に
出
か
け
た
。

二
名
か
ら
六
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

帽
を
被
っ
た
い
で
た
ち
は
、
さ
な
が
ら
探
検
隊
ス

タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
学
生
は
鉄
道
な
ど
一
部
し
か

敷
か
れ
て
い
な
い
時
代
の
劣
悪
な
交
通
状
況
の
な

か
で
、
徒
歩
を
中
心
に
時
に
馬
車
や
舟
に
乗
り
、

支那省別全誌 支那調査報告書
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自
炊
の
用
具
と
寝
具
ま
で
携
え
て
、
現
地
調
査
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
み
な
ら
ず
北
は
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
半
島
か
ら
南
は
ビ
ル
マ
（
現
在
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
及

ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
旅
行
は
二
期
生
の
五
名
が
卒
業
直
後

の
一
九
○
五
年
に
外
務
省
の
委
託
を
う
け
て
、
中

国
の
西
域
の
調
査
に
出
か
け
た
こ
と
に
起
因
し
、

五
期
生
の
一
九
○
七
年
に
外
務
省
か
ら
東
亜
同
文

書
院
へ
調
査
旅
行
補
助
費
が
交
付
さ
れ
、
活
動
は

本
格
化
し
た
。
第
一
七
期
生
の
一
九
二
○
年
ま
で

に
地
域
名
を
頭
に
付
し
た
コ
ー
ス
が
一
般
化
し
、

定
着
し
て
い
た
が
、
第
一
七
期
生
か
ら
は
頭
に
地

域
調
査
の
目
的
と
し
て
例
え
ば
、「
中
北
支
の
金

融
事
情
」、「
湖
南
省
を
中
心
と
す
る
茶
業
」、「
長

江
経
済
」
な
ど
と
明
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

八
期
生
か
ら
第
二
一
期
生
ま
で
が
調
査
旅
行
の
円

熟
期
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
八
期
生
の
一

九
三
一
年
の
調
査
旅
行
後
の
九
月
、
満
州
事
変
が

は
じ
ま
り
、
翌
年
に
は
学
生
た
ち
の
調
査
旅
行
を

保
障
し
て
い
た
中
国
側
の
「
護
照
」（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
も
発
行
を
拒
否
さ
れ
て
、
事
実
上
自
由
な
旅

行
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
調
査
旅
行
は
、

日
本
軍
の
支
配
地
域
の
み
に
限
定
さ
れ
な
が
ら
継

続
し
た
が
、
一
九
四
四
年
を
も
っ
て
終
焉
を
迎
え

た
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
最
終
年
は
自
発
参
加
）。

総
コ
ー
ス
数
は
実
に
七
○
○
近
く
に
達
し
、
延
べ

五
○
○
○
人
の
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
題
の
「
調
査
報
告
書
」
は
、
こ
う
し
た
旅
行

の
成
果
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
学
生
の
「
卒
業
論

文
」
に
他
な
ら
な
い
。
第
一
三
期
生
の
一
九
一
六

年
か
ら
第
三
二
期
生
の
一
九
三
五
年
ま
で
が
残
さ

れ
て
い
る
。
雁
皮
紙
に
カ
ー
ボ
ン
紙
で
複
写
さ
れ

た
手
稿
本
で
、
複
本
を
含
め
七
○
七
冊
。
こ
の
手

書
き
の
「
調
査
報
告
書
」
を
基
に
東
亜
同
文
会
が

取
捨
選
択
し
て
編
纂
・
出
版
し
た
書
物
が
『
支
那

經
濟
全
書
』一
二
巻
（
一
九
○
七
〜
一
九
○
八
年
）、

『
支
那
省
別
全
誌
』
一
八
巻
（
第
一
巻
広
東
省
〜

第
一
八
巻
直
隸
省
、
一
九
一
七
〜
一
九
二
○
年
）

お
よ
び
『
新
修
支
那
省
別
全
誌
』
九
巻
（
第
一
巻

四
川
省
﹇
上
﹈
〜
第
九
巻
青
海
省
・
西
康
省
、
一

九
四
一
〜
一
九
四
六
年
）（
全
二
二
巻
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
敗
戦
に
よ
り
完
成
を
み
ず
に
第
九
巻

ま
で
で
中
断
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
中
国

社
会
の
実
相
を
描
き
出
す
第
一
級
の
資
料
と
な
っ

て
い
る
。

・
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
誌

「
調
査
報
告
書
」
と
は
別
に
、
旅
行
中
の
出
来

事
の
記
録
で
あ
る
日
記
・
紀
行
文
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
第
五
期
生
の
『
踏
破
録
』（
一
九
○
七
年
）

か
ら
各
期
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、
第
四
○
期
生
の

『
大
陸
紀
行
』（
一
九
四
三
年
）
ま
で
刊
行
さ
れ

て
い
る
（
出
版
の
な
い
年
も
あ
る
）。

●
ラ
イ
ヒ
マ
ン
文
庫

ジ
ェ
リ
ー
・
ラ
イ
ヒ
マ
ン
（Jerry R

aichm
an

）

は
ア
メ
リ
カC

ity N
ational B

ank of Los A
ngeles

の
副
頭
取
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
三
四
年

の
生
ま
れ
で
、
南
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
ア
ジ

ア
学
の
学
位
を
取
得
し
、
北
京
官
話
を
会
得
し
て

い
た
と
い
う
。
氏
の
旧
蔵
書
の
一
部
で
あ
る
「
初

期
中
国
・
ア
ジ
ア
研
究
資
料
集
成
」
が
一
九
九
一

（
平
成
三
）
年
度
当
時
の
文
部
省
の
補
助
を
得
て

ラ
イ
ヒ
マ
ン
文
庫
の
名
で
当
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

九
七
九
冊
の
大
半
は
英
語
文
献
で
あ
る
が
、
ド

イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
文
献
も

含
ま
れ
る
。
出
版
年
は
一
五
九
○
年
よ
り
一
九
一

一
年
ま
で
で
あ
る
が
、
一
八
九
○
年
代
の
も
の
が

最
も
多
い
。
文
献
内
容
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
に

大
別
さ
れ
る
。

①
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
中
国
に
滞
在
し
た
宣
教

師
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
に
よ
る
中
国
の
思

想
、
政
治
、
社
会
、
文
化
に
関
す
る
考
察
。

②
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
○
年
）
の
時
代
の
、

政
治
的
見
聞
記
や
外
交
記
録
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

③
中
国
以
外
の
極
東
・
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド

・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
関
係
資
料
。

こ
れ
ら
の
中
か
ら
い
く
つ
か
目
に
つ
く
資
料
を

紹
介
し
た
い
。

A
rnold, E

dw
in, Light of A

sia

（『
亜
細
亜
の

光
』）
は
釈
迦
の
生
涯
を
描
い
た
叙
事
詩
。
英
米

で
版
を
重
ね
、
邦
訳
は
岩
波
文
庫
に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
。
著
者
の
ア
ー
ノ
ル
ド
は
英
国
人
で
、
デ

イ
リ
ー
テ
レ
グ
ラ
フ
の
主
筆
も
務
め
た
人
物
。

B
ird, Isabella L., The Yan

gtze Valley an
d be-

you
d

（『
中
国
奥
地
紀
行
』）
は
東
洋
文
庫
に
邦

訳
も
あ
る
。
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
英
国
の
旅
行

家
・
探
検
家
で
日
本
旅
行
も
し
て
い
る
。

B
rinkley, C

aptain F., C
hin

a :Its H
istory, A

rt 

an
d Literatu

re

（
支
那
│
そ
の
歴
史
、
芸
術
、

文
学
）。
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
中
国
名
・
布
林
克
萊
。

英
国
軍
人
。
勝
海
舟
の
要
請
で
海
軍
省
御
雇
と
な
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る
。
横
浜
で
英
字
新
聞The Japan

 M
ail

を
創

刊
し
、
海
外
む
け
日
本
紹
介
に
業
績
を
残
す
。

D
ouglas, R

obert K
., Li H

u
n

gchan
g

（
李
鴻
章

伝
）。
ダ
グ
ラ
ス
は
中
国
名
・
刀
格
刺
斯
。
駐
中

国
の
英
国
領
事
館
員
を
勤
め
た
の
ち
、
大
英
博
物

館
東
洋
書
籍
部
長
と
な
り
、
日
本
・
中
国
の
文
献

目
録
を
作
成
し
た
。

E
dkins, Joseph, C

hin
ese B

u
ddhism

（
支
那

の
仏
教
）、R

eligion
 in

 C
hin

a

（
支
那
に
お
け

る
宗
教
）。
エ
ド
キ
ン
ズ
は
中
国
名
・
艾
約
瑟
。

英
国
人
宣
教
師
。
宗
教
、
と
く
に
儒
教
に
関
す
る

分
野
の
研
究
に
優
れ
た
人
物
。

G
iles, H

erbert A
., A

 H
istory of C

hin
ese Liter-

atu
re

（
支
那
文
学
史
）、The C

ivilization
 of 

C
hin

a

（
支
那
文
明
論
）、C

hu
an

g tzu

（
英
訳

荘
子
）。
ジ
ャ
イ
ル
ズ
は
中
国
名
・
翟
理
斯
。
中

国
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
ウ
ェ
イ
ド
＝
ジ
ャ
イ
ル
ズ

で
知
ら
れ
る
英
国
人
。
中
国
関
係
の
著
作
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
。
華
英
辞
典
の
著
者
と
し
て
も
有
名
。

Legge, Jem
es, The C

hin
ese C

lassics

（
支
那

古
典
）
は
欧
米
の
中
国
学
の
名
著
と
さ
れ
る
経
書

の
翻
訳
。
レ
ッ
グ
は
中
国
名
・
理
雅
各
。
英
国
人

宣
教
師
で
英
華
書
院
の
院
長
を
経
て
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
初
代
中
国
学
教
授
と
な
っ
た
。

●
そ
の
他
の
文
庫

愛
知
大
学
図
書
館
は
以
上
に
紹
介
し
た
二
種
文

庫
以
外
に
も
、
中
国
関
係
の
数
多
い
文
庫
を
擁
し

て
い
る
。
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
そ
の
全
て
を
詳
し

く
紹
介
で
き
な
い
の
で
、
関
係
す
る
全
文
庫
を
一

覧
表
の
形
で
示
し
、
利
用
者
の
便
宜
に
供
し
て
お

　中国関係コレクション　OPAC（http://library.aichi-u.ac.jp）
豊橋図書館

⑴霞山文庫　35,000 冊（詳細は先頁を参照のこと）　（検索）OPAC、漢籍は『愛知大學漢籍分類目録』
⑵簡齋文庫（元蔵相小倉正恒氏旧蔵書）漢籍、国書 30,000 冊
（概要） 小倉氏は号を簡齋と言い、住友本社総理事・東亜同文会理事でもあった。『楚辞集註』明版を含む。
（検索）『愛知大學漢籍分類目録』
⑶霞山会・田尻文庫（元外務次官・霞山会理事田尻愛義氏旧蔵書）和書、中国書　5,200 冊
（概要）現代中国および日本外交に関する資料。
（検索）和書は OPAC、中国書は冊子体『愛知大学所蔵図書目録』
⑷竹村文庫（元旧制浦和高等学校教授竹村昌次氏旧蔵）洋書 916 冊
（概要）英・独・仏語の東洋史関係図書（歴史書・地誌・紀行文など）。1750 年から 1920 年まで。
（検索）OPAC
⑸中国学術交流文庫　中国書 1,700 冊
（概要）南開大学、北京語言学院（現・北京語言大学）など海外提携校との学術交流による交換で入手した図書。
（検索）冊子体『愛知大学所蔵図書目録』
⑹中日大辞典文庫　和書、中国書　3,277 冊
（概要）東亜同文書院時代より受継がれた『中日大辞典』編纂事業のために収集した図書。
（検索）和書は OPAC、中国書は冊子体『愛知大学所蔵図書目録』
⑺浅川文庫（元中国研究所常任理事浅川謙次氏旧蔵書）和書、中国書　2,166 冊
（概要）主に現代中国の政治・経済に関する文献。
（検索）和書は OPAC、中国書は冊子体『愛知大学所蔵図書目録』
⑻ライヒマン文庫　洋書 979 冊（詳細は先頁を参照のこと）　（検索）OPAC
⑼小川文庫（小川昭一氏旧蔵書）　和書、漢籍　3,770 冊
（概要）主に中国学基礎文献（唐詩など）。
（検索）和書は OPAC、漢籍は冊子体『小川文庫漢籍簡易目録』（事務用）
⑽佐藤文庫（元愛知学芸大学学長佐藤匡玄博士旧蔵書）漢籍 3,750 冊
（概要）主に経学関係の文献。
（検索）冊子体『佐藤文庫漢籍簡易目録』（事務用）
⑾徳永文庫（旧京都帝国大学教授徳永清行氏旧蔵書）図書 664 冊、雑誌 42 誌
（概要）満州国設立（1932 年）の頃の支那満蒙関係資料。経済に関わるものが多い。
（検索）OPAC、『徳永文庫目録』（事務用）

名古屋図書館
⑴『四庫全書珍本』　初集（所蔵は豊橋図書館）、二集〜十二集、別集
（概要） 文淵閣本四庫全書の貴重書を選択し、景印刊行したもの。初集は、1954 年中国政府より中華人民共和国成立を記念し本学に寄贈された。
（検索）冊子体『愛知大学所蔵図書目録』
⑵『四庫全書存目叢書』全 1,200 冊
（概要） 『四庫全書』に収録されなかった書籍から、4,000 余種 6,000 巻余りを収集し一大叢書にしたもの。『四庫全書』は豊橋図書館所蔵。
（検索）OPAC
⑶『中国新編地方志』1,147 冊、一部継続中
（概要） 国家規模で新しく編纂された地方誌の集大成。県誌を中心に省誌・市誌・地域誌などもある。2006 年 3 月『中国新編地方志総目提要⑴』が

出版され概要が示された。
（検索）OPAC　（『中国新編地方志総目提要⑴』により書名等確認）
⑷「文化大革命資料」1,843 種　4,711 点
（概要）文化大革命時期の紅衛兵新聞を中心とした、中共中央、中央文革小組などの指示・通知を含む資料。
（検索）国際中国学研究センター（ICCS）にて、データベース化が進められている。
⑸「ウィットフォーゲルコレクション」1,998 点　2,435 冊
（概要） 中国を主な研究対象とした社会科学者カール･アウグスト･ウィットフォーゲル（1896-1988 年）の旧蔵書。中国関係では中共中央の諸文献、

毛沢東・周恩来などの政治家伝や、魯迅・老舎など現代作家の英訳本を多数所蔵。
（検索）OPAC

き
た
い
。

（ 

か
つ
ら　

み
ゆ
き
／
愛
知
大
学
豊
橋
図
書

館
）

特集／アジア地域関連コレクション─わが国主要図書館の所蔵資料から
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